
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーディネーター   

菊池 章（大阪大学大学院医学系研究科 分子病態生化学 教授） 

山下 俊英（大阪大学大学院医学系研究科 分子神経科学 教授） 

 

     主催：公益財団法人 千里ライフサイエンス振興財団  

         〒 560-0082 大阪府豊中市新千里東町１丁目４番２号 

千里ライフサイエンスセンタービル２０階 

E-mail：ｄｓｐ-2019@senri-life.or.jp  Tel：06-6873-2001 

http://www.senri-life.or.jp 

 

 

-千里ライフサイエンス新適塾- 

「難病への挑戦」第３８回会合 
 

「小児がんの 

トランスレーショナルリサーチ」  

講師 滝田 順子  （たきた じゅんこ） 

 京都大学大学院 医学研究科 発達小児科学 教授 

 

日時 ２０１９年５月２９日（水） １８：００～２０：００ 

 

場所 千里ライフサイエンスセンタービル 

講演会 ６階 千里ルームＡ   （１８：００～１９：００）  

懇親会 ６階 千里ルームＢ   （１９：００～２０：００） 

 

講演・懇親会ともに参加費無料 

mailto:ｄｓｐ-2019@senri-life.or.jp
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【要 旨】 

小児がんは、成人がんと比較すると稀ではあるものの、本邦における小児の主要な死亡原因とな

っている。従って、少子高齢化が進行する本邦において、小児がんの克服は、早急に取り組むべき

重要課題と考えられる。小児がんの中でもとりわけ、遠隔転移を伴うものや再発をきたすものは、極

めて予後不良であり、ほとんどの腫瘍において有効な治療法が確立されていない。現時点では、こ

れらの難治例に対して、救命が最優先事項であり強力な治療がなされているが、救命しえたとして

も内分泌学的障害や二次がんなどの重篤な晩期障害が深刻な問題となっている。すなわち、小児

がんの克服のためには、難治例に対する、できるだけ副作用を回避したかつ抗腫瘍効果が高い本

質的な新規治療法の開発が必要である。そのため、難治性小児がんの大規模検体を対象にゲノ

ム・エピゲノム解析を主軸とした多層的オミックス解析を展開し、発症分子機構に立脚した新規克

服法の開発に取り組んでいる。本講演では、神経芽腫や肝芽腫における治療標的、T 細胞性急

性リンパ性白血病における新規融合遺伝子の同定に関する最近の成果を概説する。 

 

【講師略歴】 

1991年    日本医科大学医学部医学科卒業 

1991年     東京大学医学部附属病院小児科 医員 (研修医) 

1992年    焼津市立総合病院小児科 医員 

1993年     国立がんセンター研究所生物学部 リサーチレジデント 

1996年     東京都立駒込病院小児科 医員 

2000年     東京大学医学部附属病院小児科 医員 

2001年   医学博士取得 (東京大学 第 14925号) 

2002年     東京大学医学部附属病院小児科 助手  

2005年   東京大学医学部附属病院無菌治療部 講師 

2013年     東京大学大学院医学系研究科 小児科 准教授 

2013年   東京大学大学院医学系研究科 小児腫瘍学 准教授兼任 

2018年   京都大学大学院医学研究科 発達小児科学 教授  現在に至る。 

 

専攻：小児科学、小児血液腫瘍学、分子遺伝学 

 

資格： 医師免許 (第 341054号)、医学博士 (東京大学 第 14925号)、日本小児科学会専門

医 (第 21599号)、日本血液学会専門医 (第 201427号)、日本血液学会指導医  

(第 222423号)、日本がん治療認定医 (第 10100838号)、日本がん治療暫定教育医 

(第074681号)、日本小児がん・血液学会暫定教育医 (第1140143号)、臨床研修指導

医 (第 377号)、造血細胞移植認定医(第 262031号)、日本小児がん専門医

(15010089)、日本小児がん指導医(15020060) 

 

所属学会： 日本小児科学会、日本小児血液・がん学会、日本癌学会、日本血液学会 

 日本造血移植学会、日本人類遺伝学会、Asian Society of Pediatric Research  

          Advanced Neuroblastoma Research、日本小児科学会東京都地方会、 

日本小児科学会京都地方会、近畿小児科学会、日本肉腫学会、日本臨床肉腫学会 
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賞罰  2005 年 1st Asian Society for Pediatric Research Young Investigator’s Award 受賞 

2008年 第 24回日本小児がん学術集会プレナリー演題賞 受賞 

     2009年 東京大学医師会賞 受賞 

       2010年 東京都医師会研究賞 受賞 

     2010年 6th Asian Society for Pediatric Research Young Investigator’s Award 受賞 

     2011年 第 1回日本小児科学会研究学術賞 受賞  

       2013年 第 14回小児医学川野賞 受賞  

       2015年 日本癌学会 JCA-Mauvernay Award 受賞 

       2018年 国際ソロプチミスト 東京-麻布 女性研究者賞  
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 著作権法に基つき、講演の映像・音声、ならびに講演要旨は、ブログ・SNS への掲載等

へ、複製または転用するなど、二次利用することを禁じます。 
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